
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

２０２１～２０３０ 

亀 山 市 

計画 

環境基本 

中間案 

資料２     

※数値・目標及び一部検討中の内容については、令和元年度の値も含めて今後推計・検討等

を行いますので、中間案では具体的な数値・目標等の書き込みは行っていません。 

※関連統計資料や解説等については、別途「資料編」を作成し、詳細な書き込みを行う予定

です。 
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環境をどのように捉
と ら

えるか 

| 環境基本計画についての考え方 

 「このまま気温が上がったら、いつもクーラーをつけていないといけなくな

るけど、クーラーをつけたら、また電気を使うことになって、もっと気温が上

がるよね？このままだと、地球に住めなくなるんじゃないの？」 

 

子ども達からこんな問いかけを受けた。この問いに対する答えを我々はもっ

ているのだろうか。 

環境問題は、人間の活動に起因している。人類社会がより発展するための社

会活動、一層の豊かさをもとめる経済活動が自然に対して負荷をかける。 

 一方、よりよい社会、経済を実現するための活動を続け、人類社会の発展を

実現していくことも人類社会にとって大切なことである。 

 したがって、環境に関する問題・経済に関する問題・社会に関する問題は、

それぞれ切り離して考えることはできない。 

 環境・経済・社会を分けて考えるのではなく、統合的に捉え、諸課題の解決

に取り組んでいく必要がある。 

 こうした考え方は、２０１５年９月の国連サミットで採択された「持続可能

な開発のための２０３０アジェンダ」の中核となる「ＳＤＧｓ（エスディージ

ーズ・持続可能な開発目標）」においても示されている。 

 最初の問いに対して人類が持つ答えの１つが、環境だけではない・経済だけ
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ではない・社会だけではない「ＳＤＧｓの１７の目標」を実現していくことで

はないだろうか。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＳＤＧｓについて詳しくはＰ-３８をご覧ください。 

 統 合 的 向 上 
 まちづくり 

 環境  経済 

 社会 

持続可能な 
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SDGｓ＋ SMILE 

亀山-環境版 SDGｓ 
 

  

 

＋SMILE 
笑顔を 
みんなに 

 
 

＋SMILE 

 SDGｓの目標はどれも大切で重要ですが、それぞれの目標の折り合いをつけなが

らどの目標も達成していこう、と考えれば考えるほど、複雑に絡み合うそれぞれの

目標の関係が見えてきて、少し苦しくなってきます。 

そんな時は、これらの目標の先にあるみんなの笑顔を思い浮かべよう、そんな思

いから、また、住み続けられる持続可能な（Ｓustainable）まちづくりの道しるべ

（ＭＩＬＥstone）となるよう、亀山市ではＳＤＧｓの目標に「笑顔をみんなに」

をプラスして取り組んでいきます。 



4 

目 次 

 

第１章 亀山市環境基本計画について    ８    

１ 本市の自然的経済的社会的条件・状況     ９ 

２ 背景と趣旨       １２ 

３ 位置付け       １４ 

４ 期間と見直し       １６ 

 

第２章 基本構想         １８    

１ 目指す環境の姿       １９ 

２ 目指す環境の姿の実現に向けて     ２１ 

 

第３章 取り組み方針       ２６    

１ 「共生」：人と自然の共生     ２７ 

２ 「快適」：快適な生活環境の創造    ２９ 

３ 「循環」：循環型社会の構築     ３１ 

４ 「低炭素」：低炭素社会の構築     ３３ 

５ 「参画・協働」：参画と協働による推進    ３５ 

 

 



5 

第４章 計画の推進      ４２    

１ 推進体制       ４３ 

２ 進行管理       ４３ 

 

第５章 「共生」：人と自然の共生    ４６    

亀山市生物多様性地域戦略 

１「共生」：人と自然の共生について    ４７ 

２ 取り組み方針に係る目標と施策      

「知る・感じる」 生物多様性について学ぶ・認識する。 ４９ 

「守る・創る」 生物多様性を保全・創造する。   ５１ 

「受け取る」 生物多様性の恵みを享受する。   ５４ 

 

第６章 「快適」：快適な生活環境の創造   ５６    

亀山市一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画） 

１「快適」：快適な生活環境の創造について    ５７ 

２ 取り組み方針に係る目標と施策      

「美しいまちをつくる」 まちの美観を維持・向上する。 ６０ 
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第１章 亀山市環境基本計画について 

 本章では、計画の前提となる本市の自然的経済的社会的条件・状況並びに計

画に関する基本的な事項である、計画の背景と趣旨、位置付け及び期間と見直

しについて記載しています。 

 

１ 本市の自然的経済的社会的条件・状況             

  

 

 

 

 

 本市は、三重県の中北部に位置し、県内の主要都市である津市や四日市市、

鈴鹿市からは２０ｋｍ圏内に、名古屋市から約５０ｋｍ、大阪から約１００ｋ

ｍに位置しています。 

本市の北西部には、標高５００ｍから９００ｍ前後の鈴鹿の山々が南北に走

り、そこから東方面にかけては、傾斜面の丘陵地や台地が形成され、伊勢平野

へと続いています。本地域中央部には、加太川や安楽川を支流とする鈴鹿川と

中ノ川が東西に流れ、伊勢湾へと注いでいます。 

本市の２０１３年（平成２５年）の年間平均気温は１５．２℃、冬季（２０

１４年（平成２６年）１月）の平均気温は４．０℃と温暖で暮らしやすい気候

となっています（気象庁気象統計情報より）。 

豊かな自然 

交通の要衝としての経済発展 

身近にある歴史文化 
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 本市の歴史は古く、古代、鈴鹿の関は、越前の愛発、美濃の不破とともに日

本三関と呼ばれ、 都と東国を結ぶ交通の要衝として栄えてきました。 

江戸時代に入ると、亀山宿、関宿、坂下宿は東海道の宿場町としてにぎわい

ました。中でも 関宿は、西の追分で鈴鹿峠越えの東海道と加太越えの大和・伊

賀街道が、東の追分で東海道と 伊勢別街道が、それぞれ分岐していたため、参

勤交代や伊勢参りなど、多くの人やものが行き 交いました。また、亀山宿では、

亀山城を中心としたまちが形成されたことから、城下町特有のまちとなり、現

在の中心市街地の基礎となっています。 

明治時代の中頃には、関西鉄道（現関西本線）と参宮鉄道（現紀勢本線）が

相次いで開通し国有化されたことから、亀山は両線が分岐する鉄道のまちとし

て発展してきました。 

また、道路については東海道が国道１号として整備されましたが、東海道新

幹線や名神高速道路など第一国土軸が整備されたため、国土の主軸から外れ、

緩やかな成長を遂げるにとどまってきました。 

しかし、東名阪自動車道、近畿自動車道伊勢線が整備されてからは、名阪国

道や国道１号とも結節して、企業が立地し内陸産業都市として発展してきまし

た。 

このように、本市はそれぞれの時代を通して交通の結節点としての役割を担

ってきました。 今後はさらに、事業が推進されている新名神高速道路、また、

リニア中央新幹線構想による 県内駅誘致など更なる結節点としての飛躍が期

待できます。 

 本市においては、１９７０年（昭和４５年）以降は人口増加が続き、特に２
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０００年（平成１２年）以降はそのペースが加速しました。国が２００８年（平

成２０年）、県が２００９年（平成２１年）にそれぞれ人口のピークを迎える中、

亀山市では２０１０年（平成２２年）時点でも人口増加が続いていました。 

こうした人口増加傾向にあった２００５年（平成１７年）と２０１０年（平

成２２年）の国勢調査結果を基に社人研が算定した亀山市の将来推計人口にお

いてすら、出生率の低迷などの要因から、２０２０年（平成３２年）をピーク

に総人口は減少に転じ、２０６０年（令和４２年）の人口は４６, ０００人を割

り込む予想となっています。 
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２ 背景と趣旨                        

 

 

 

 

 

 

 

亀山市では、亀山市環境基本条例に基づき、環境の保全及び創造に関する施

策を総合的かつ計画的に推進するため、２００５年（平成１７年）３月に「亀

山市環境基本計画」を策定しました。 

その後、めまぐるしく変化する環境問題に柔軟に対応すべく、２０１４年（平

成２６年）３月にこの基本計画を見直し、「幸せをつなぐ環境のまち ふるさと

亀山」を目指し、「参画・教育」「共生」「安心」「循環」「低炭素」の５つの基本

目標に基づき、各種施策に取り組んできました。 

この間、地球規模の環境の危機を反映し、２０１５年（平成２７年）には持

続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を掲げる「持続可能な開発のための２０３０ア

ジェンダ」や「パリ協定」の採択など、環境に関する国際的に大きな動きがあ

りました。 

我が国においても、２０１８年（平成３０年）に「第５次環境基本計画」が

環境の保全及び創造 

２００５年 環境基本計画の策定 

２０１４年 環境基本計画の見直し 

環境をめぐる国際情勢の変化 

本市の環境に関する状況の変化 

２０２１年 環境基本計画の改定 
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閣議決定され、持続可能な社会の構築に向けた基本的な方向性が明らかにされ

ました。 

こうした動きに対応するとともに、本市の環境に関する状況の変化を踏まえ、

本市における環境の保全及び創造を一層推進するために必要な見直しを行い、

本計画を改定します。 
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３ 位置付け                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は、亀山市環境基本条例（以下「条例」という。）第８条の規定に基づ

き、本市における環境の保全及び創造に関する目標、施策の方向及び配慮の方

針その他環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため

に必要な事項を定めるものであり、環境基本計画を中心に、環境関連の個別計

画が相互に関係しながら、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画

的に推進します。 

環境基本 

計画 

生物多様性 

地域戦略 

一般廃棄物処理 

（ごみ処理基本計画） 

基本計画 

実行計画 

（区域施策編） 

地域気候変動 

地球温暖化対策 

適応計画 

基本計画 

一般廃棄物処理 

（生活排水処理 

亀山市総合計画 

将来都市像の実現 

環境基本条例 

基本計画） 
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また、これまでは環境に関連する個別計画である「亀山市地球温暖化防止対

策実行計画【区域施策編】」「亀山市一般廃棄物処理基本計画」をそれぞれ策定

していましたが、条例の趣旨を踏まえ、これらの個別計画に加え、現在生じて

おり、また将来予測される気候変動の影響による被害の防止・軽減を図るため

の「亀山市地域気候変動適応計画」及び多種多様な生き物の保全及び持続可能

な利用を図り、人と共生していくための「亀山市生物多様性地域戦略」を本計

画に内包することとします。 

なお、多様な側面を持つ環境の保全及び創造のためには、相互に関連し合う

分野横断的な取り組みが不可欠であることから、本市における各分野別計画と

の連携・相互補完を図りつつ、亀山市総合計画における将来都市像の実現を目

指します。 

 また、環境基本法及び同法に基づく国の環境基本計画並びに三重県環境基本

条例及び同条例に基づく三重県環境基本計画その他の趣旨を尊重し、改定及び

取り組みを進めていきます。 

  



16 

４ 期間と見直し                       

 

２０２１年度（令和３年度） ― 計画初年度 

  ＜  

＜  

  ＜  

＜  ２０２５年度（令和 7 年度） ― 見直検討 

  ＜  

  ＜  

＜  

２０３０年度（令和１２年度） ― 目標年度 

 

本計画は、２０２１年度（令和３年度）を初年度とし、第２次亀山市総合計

画と同じく２０３０年度（令和１２年度）（１０年後）を目標年度とします。 

なお、社会情勢の変化や本市の環境に関する状況の変化を踏まえ、５年を目

処に見直しを検討します。 
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基本構想 
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第２章 基本構想 

 本章では、計画が目指す環境の姿を定めるとともに、目指す環境の姿を実現

するための５つの基本目標を設定しています。 

 

１ 目指す環境の姿                      

 

 

 

 

本市では２０１４年（平成２６年）の見直し以降、「幸せをつなぐ環境のまち 

ふるさと亀山」を目指し、各種施策に取り組んできました。 

この目指す環境の姿は、本市が長期的に実現すべきまちの姿を現したもので

あり、今後も継続して取り組みを続ける必要があることから、今回の改定にお

いても引き続き「幸せをつなぐ環境のまち ふるさと亀山」を目指す環境の姿

とします。 

なお、この目指す環境の姿において、「幸せ」とは、日々の生活において安心・

安全が確保され、質の高い生活を送れることで、暮らしに満足感が得られた状

態を指します。 

この幸せを、人と自然が調和した心安らぐまちにおいて、世代、性別を問わ

ず、市民みんなでつながり将来へつなげていくことが、本市に住み続けるすべ

ての市民が自慢できる、心のよりどころ「ふるさと亀山」を実現することにつ

幸せをつなぐ環境のまち 

ふるさと亀山 
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ながります。 

そこで、その実現のため、「幸せ」の基礎となる、豊かな自然や生活環境の更

なる充実を図り、自然の恵みと共生した持続可能な「幸せをつなぐ環境のまち」

を創り上げます。 
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２ 目指す環境の姿の実現に向けて                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す環境の姿「幸せをつなぐ環境のまち ふるさと亀山」を実現するため、

環境に関して「共生」「快適」「循環」「低炭素」の４つの基本目標を設定すると

ともに、そのための取り組みを「参画・協働」により進めていきます。 

また、これらの基本目標の達成に向けた取り組みを進めることにより、めざ

す環境の姿に係る日々の生活における「安心・安全」の確保に繋げていきます。 

共生 快適 

循環 低炭素 

環境のまち 

幸せをつなぐ 

ふるさと亀山 

安心・安全 

参画・協働 
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（１）自然環境に関する基本目標 

 

「共 生」 ：人と自然の共生                 

 

豊かな自然を将来に渡って良好な状態で受け継いでいくとともに、多種多様

な生き物の保全及び持続可能な利用を図り、人と自然の共生を目指します。 

 

（２）生活環境に関する基本目標 

 

「快 適」 ：快適な生活環境の創造              

 

清潔で美しいまちづくりを推進するとともに、豊かな自然や歴史文化が息づ

く美しく魅力ある景観の保全・創出を図ります。 

また、日常生活や事業活動による環境負荷の低減や適切な生活排水処理の促

進を図り、快適な生活環境の創造を目指します。 

  



23 

（３）資源の活用に関する基本目標 

 

「循 環」 ：循環型社会の構築                

 

ごみの減量・再使用・再生利用を推進するとともに、ごみの適正処理の促進

を図り、限りある資源が有効に活用される循環型社会の構築を目指します。 

 

（４）地球温暖化対策に関する基本目標 

 

「低炭素」 ：低炭素社会の構築               

 

省資源・省エネルギー活動を推進するとともに、再生可能エネルギーの導入

を促進することにより二酸化炭素の排出抑制を図り、低炭素社会の構築を目指

します。加えて、２０５０年（令和３２年）までに二酸化炭素の排出を実質ゼ

ロにすることを目指した基盤づくりを進めます。 

また、現在生じており、また将来予測される気候変動の影響による被害の防

止・軽減を図ります。 
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（５）取り組み方法に関する基本目標 

 

「参画・協働」 ：参画と協働による推進           

 

基本目標の達成に向けた取り組みを、市民・事業者・市その他の関係者の参

画と協働によって進めることによって、目指す環境の姿の実現を図ります。 
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      第 

3 
  章 

 

取り組み方針 
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第３章 取り組み方針 

 本章では、各基本目標に係る現状と課題を整理するとともに、それらを踏ま

えた取り組み方針を定めています。 

 

１「共生」：人と自然の共生                   

（１）「共生」に関する現状 

 本市の西部には、鈴鹿山系から布引山系に続く標高５００ｍから９００ｍ前

後の山々が南北に走り、そこから東に向けて丘陵地などが形成され、伊勢平野

へと続いています。また、中央部には、加太川や安楽川を支流とする鈴鹿川や

中ノ川が東西に流れ、伊勢湾に注いでいます。 

 こうした山と川に恵まれた本市は、森林・農地・池沼等の面積が市域の半分

以上を占め、希少種も含めた多様な動植物等によって、それぞれの地域で固有

の生態系が形成されるとともに、災害の防止、自然や生き物とのふれあいなど

その恩恵を享受しています。 

 一方、開発行為などによる森林等の減少、高齢化や担い手不足等による身近

な里山や農地の荒廃、獣害被害の深刻化や外来生物の影響の拡大など、自然環

境の悪化も進行しつつあります。 

 また、私たちに多くの恵みをもたらす生物多様性（多様な生き物が様々な環

境で繋がりを持って生息している状態）については、それが失われつつある状

況やその重要性が十分に認識されているとはいえない状況です。 
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（２）「共生」に関する課題 

①生物多様性については、広く一般的には知られていませんが、生物多様性を

守るためには、まず、生物多様性とは何か、地域の生物多様性はどういった

状況かを知る必要があります。 

②地域の生物多様性の状況にあわせた方法で、生物多様性を保全するとともに、

よりよい生物多様性の状況を創造する必要があります。 

③酸素や食べ物の供給、災害の防止、自然や生き物とのふれあいなど、多種多

様な恵みを持続的に受け取ることが出来るようにする必要があります。 

 

 

 

 

「知る・感じる」（生物多様性について学ぶ・認識する。） 

「守る・創る」（生物多様性を保全・創造する。） 

「受け取る」（生物多様性の恵みを享受する。）  

取り組み方針 
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２「快適」：快適な生活環境の創造                

（１）「快適」に関する現状 

本市では、亀山市景観計画を定め、歴史や自然などの優れた景観を保全する

とともに、道路ふれあい月間の実施、亀山市地区衛生組織連合会と連携した市

内一斉清掃・クリーン作戦の実施や市民等のボランティアによる環境美化活動

の支援など、市内における環境美化の取り組みを進めています。 

また、市内各地の環境測定を継続して実施し、環境に関する現状を把握する

とともに、事業所との環境保全協定の締結を進めるなど、公害等の防止に努め

ています。 

生活排水処理については、公共下水道の整備・農業集落排水処理施設の維持

管理及び更新・合併処理浄化槽の普及促進を図るとともに、し尿処理施設の適

正な運営管理を行っています。 

一方、空き缶や吸い殻等の投棄は依然なくなっておらず、ふん害、空き地や

空き家の雑草管理などへの対応を求める声が大きくなっています。 

また、事業活動が環境に与える影響は大きく、事業者による環境配慮の取り

組みへの関心が高まるとともに、公害苦情件数も増加傾向にあります。 

市内の主要河川については、定期的に行っている水質調査の結果によると、

概ね良好な状態に保たれています。 
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（２）「快適」に関する課題 

①空き缶や吸い殻等の投棄を防止するとともに、空き地の雑草管理やふん害へ

の取り組みを行う等、まちの美観の維持・向上を図る必要があります。 

②事業活動が環境に与える影響は大きく、また、事業者の環境保全活動に対す

る社会的な期待が高まるなか、事業者による環境配慮の取り組みを促進する

必要があります。 

③市内の主要河川の水質は概ね良好な状況であり、それらの源流域に位置する

本市においては、今後も継続して良好な水質を維持していく必要があります。 

 

 

 

 

「美しいまちをつくる」（まちの美観を維持・向上する。） 

「環境と経済の調和を図る」（環境に配慮した事業活動を促進する。） 

「きれいな水を守る」（生活排水対策を推進する。） 

 

  

取り組み方針 
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３「循環」：循環型社会の構築                  

（１）「循環」に関する現状 

本市では、一般廃棄物処理施設で発生した溶融飛灰（ごみを溶融処理する際

に、集塵機により補足されたダスト）の山元還元（ごみの溶融処理によって発

生する溶融飛灰から、非鉄金属を回収して再利用すること）による全量再資源

化に取り組むことで、最終処分量ゼロを達成し、環境負荷の少ないごみ処理を

推進してきました。 

また、ごみの資源化率も溶融飛灰の山元還元や刈り草の堆肥化などにより全

国平均よりも高い水準にあります。 

一方、１人１日あたりのごみの排出量は、平成３０年度において増加傾向か

ら減少に転じていますが、全国や三重県の平均を上回っています。 

また、ごみの不法投棄は依然なくなっておらず、ごみの資源化率も低下傾向

であり、更なる取り組みが求められます。 

 

 

（２）「循環」に関する課題 

①ごみを減らすためには、ものを大切に使い、むだなごみの量を減らす必要が

あります。 

②一度使ったものを繰り返し使うことで、ごみになるものの量を減らす必要が

あります。 

③ごみを資源として再び利用することで、有効利用を図る必要があります。 
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④ごみを安全かつ適正に収集・運搬するとともに、安全・安心・安定したごみ

の適正処理を継続する必要があります。 

 

 

 

 

「減らす」（ごみの量を減らす。） 

「再使用する」（繰り返し使う。） 

「再利用する」（資源として再び利用する。） 

「適正に処理する」（適正にごみを集めて処理する。） 

 

  

取り組み方針 
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４「低炭素」：低炭素社会の構築                 

（１）「低炭素」に関する現状 

２０１５年（平成２７年）１２月にフランス・パリで開催された第２１回国

連気候変動枠組条約締結国会議（ＣＯＰ２１）において、地球温暖化対策の新

たな国際的枠組みである「パリ協定」が合意に至りました。 

パリ協定においては、産業革命以降の世界の平均気温上昇を２℃よりも十分

下方に抑えるとの目的及び１．５℃に抑える努力の追求などが目標として設定

されました。 

また、国内においても脱炭素社会に向けて、「２０５０年（令和３２年）二酸

化炭素排出実質ゼロ」に取り組むことを表明する地方公共団体が増えつつあり

ます。 

こうした取り組みの一方、地球温暖化の影響は、猛暑や災害といったかたち

で、身近に感じられるようになっており、これら気候変動の影響への適応が必

要となっています。 

本市においても低炭素社会（二酸化炭素の排出が少ない社会）の実現に向け

「亀山市地球温暖化防止対策実行計画【区域施策編】」に基づく取り組みを進め

てきました。 

こうした温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量の削減による地球温暖化の緩

和の取り組みと地球温暖化による気候変動の影響への適応の取り組みは、今後

も途切れることなく続けていく必要があります。 
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（２）「低炭素」に関する課題 

①地球温暖化を緩やかにするためには、温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量

をできるだけ早く減らす必要があります。 

②資源が枯渇せず、発電時に温室効果ガスをほとんど排出しない、再生可能エ

ネルギーの導入を促進する必要があります。 

③地球温暖化に伴う自然災害や生態系、健康などへの影響に対応していく必要

があります。 

 

 

 

 

「減らす」（温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量を減らす。） 

「再生可能エネルギーを活用する」（再生可能エネルギーの導入を促進する。） 

「適応する」（気候変動の影響による被害を回避・軽減する。） 

 

  

取り組み方針 
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５「参画・協働」：参画と協働による推進             

（１）「参画・協働」に関する現状 

本市では、小学校・幼稚園・保育園における体験学習の取り組みを行う「環

境デー」等を設けるとともに、中央公民館における環境をテーマとした講座の

開講をとおし、地域で活躍できる環境人材の育成を行っています。 

また、環境の保全及び創造に関する基本的事項や、ごみの減量等についての

審議等を市民、行政、事業者、学識経験者等、多様な主体により構成される亀

山市環境審議会及び亀山市廃棄物減量等推進審議会において行っています。 

今後は、こうした取り組みに加え、より多くの人に環境に関して知ってもら

い、参画と協働による取り組みの更なる発展を図る必要があります。 

 

 

（２）「参画・協働」に関する課題 

①環境に関する取り組みを進めるためには、環境に関して学び、知る機会を確

保していく必要があります。 

②一人ひとりが主体的に考え行動することはもちろん、いろいろな立場の人た

ちが力をあわせて、環境への取り組みを進めていく必要があります。 
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「学ぶ」（環境教育・環境学習を推進する。） 

「みんなで進める」（関係者が協働して取り組む。） 

 

  

取り組み方針 
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協働 
参画 

低炭素 

循 環 

快 適 

共 生 

「知る・感じる」 

「守る・創る」 

「受け取る」 

「美しいまちをつくる」 

「環境と経済の調和を図る」 

「きれいな水を守る」 

 

「適正に処理する」 

 
「減らす」 

「再生可能エネルギーを活用する」 

「適応する」 

「学ぶ」 

「みんなで進める」 

「減らす」 

「再使用する」 

「再利用する」 

取り組み方針 基本目標 
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ＳＤＧｓ 

 －世界を大きく変える道しるべ 

 

 ＳＤＧｓ（エスディージーズ・持続可能な開発目標）は、２０１５年９月の

国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に

記載された２０１６年から２０３０年までの国際目標です。 

ＳＤＧｓは、持続可能な世界を実現するための１７のゴールと１６９のター

ゲットから構成されており、「地球上の誰一人として取り残さない」ことを基本

理念としています。 
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 本市においても、ＳＤＧｓの趣旨を尊重し、ＳＤＧｓの包括的な達成に向け

た取り組みを推進していきます。 

  

 

 

 

パートナーシップで目標を達成しよう 

経済に関する目標 

社会に関する目標 

環境に関する目標 



41 
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計画の推進 
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第４章 計画の推進 

 目指す環境の姿「幸せをつなぐ環境のまち ふるさと亀山」の実現に向けて

この計画に基づく取り組みを進めるための、推進体制及び進行管理の方法につ

いて定めています。 

 

１ 推進体制                          

 目指す環境の姿の実現のためには、施策や事業を着実に実施するとともに、

常に関係者の意見を聞き、より効率的・効果的な施策や事業の実施につなげて

いく必要があります。そのための体制は次のとおりとします。 

（１）庁内体制 

関係部署との緊密な連携と調整のもと、ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理

を行うことによって継続的に取り組みを推進します。 

（２）亀山市環境審議会及び亀山市廃棄物減量等推進審議会 

市民、行政、事業者、学識経験者等、多様な主体により構成される亀山市環

境審議会及び亀山市廃棄物減量等推進審議会に必要に応じて意見を求め、より

効果的な計画の推進を図ります。 

（３）市民等の意見の取り入れ 

市民等の意見を随時取り入れるため、会議やイベント等の場において、環境

に関する話し合いの機会を設けるよう努めます。 
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２ 進行管理                           

本計画における施策の達成に資する事業等を整理するとともに、成果指標の

達成状況を毎年度確認し、その結果に応じて取り組み方法等を検討することで、

着実な計画の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

審議会 

市民 

 

行政 

幸せをつなぐ環境のまち 

ふるさと亀山 

全ての関係者 

その他 
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「共生」：人と自然の共生 

 

亀山市生物多様性地域戦略を含む。 

 

 

  

※本章と関連する SDGs のゴールのアイコンを掲載しています。また、特に関係の深いゴールは大きなアイコンで掲載しています。 
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第５章 「共生」：人と自然の共生 

    （亀山市生物多様性地域戦略を含む。） 

 

 呼吸する、食べる、働く、遊ぶ、寝る・・・私たちの暮らしは、私たちを取

り巻く自然の中で営まれ、その恩恵を受けて成り立っています。 

 暮らしの基礎となる食べ物等の供給、気候の調整や自然災害の軽減、伝統・

風土・景観等の文化の形成、土壌の形成、酸素の生成、水等の循環などの自然

の恵みがなければ、私たちは生活していくことができません。 

 本章では、こうした恵みをもたらす自然を守り、将来に渡って継続的に利用

できるようにするために必要な施策について記載しています。 

 

１「共生」：人と自然の共生について                

（１）位置付け 

亀山市生物多様性地域戦略 

生物多様性基本法：第１３条               

亀山市鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資源を 

守り継ぐ条例：第３条 

 

 本章では、基本構想における基本目標『「共生」：人と自然の共生』を達成す

るための取り組み方針に係る目標と施策を記載しています。 

また、本章「共生」、第１章「亀山市環境基本計画について」及び亀山市環境
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基本計画（資料編）を併せて、生物多様性基本法第１３条の規定に基づく、本

市の区域内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な

計画（亀山市生物多様性地域戦略）として位置付けます。 

さらに、本章「２ 取り組み方針に係る目標と施策」、「守る・創る」（生物多

様性を保全・創造する。）」、施策「３）鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資源

の保全及び活用」を、亀山市鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資源を守り継

ぐ条例第３条の規定に基づく鈴鹿川等源流域の保全等に関する施策を総合的に

策定し、計画的に推進するための計画として位置付けます。 

 

（２）対象とする区域 

対象とする区域は、亀山市全域とします。 
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２ 取り組み方針に係る目標と施策               

 

「知る・感じる」 

生物多様性について学ぶ・認識する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 環境に関するイベント等に参加した人数等 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●人 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●人 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●人 

 

————— 施 策 —————— 

１）生物多様性に関する周知・啓発活動等の実施 

２）自然との触れ合いの場と機会の提供 

３）市民活動団体等との連携・協働及び育成・支援 

 

————— 施策内容 —————— 

１）生物多様性に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等に生物多様性に関する情報を掲載するととも



50 

に、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・専門的な学習機会を提供するとともに、学習の成果を地域に還元し、亀山市

民としての誇りを持ち、自ら地域課題解決に取り組む市民を育くんでいく新

しい学びの場を提供します。 

 

２）自然との触れ合いの場と機会の提供 

・亀山市の自然公園である亀山里山公園及び亀山森林公園において、市民が実

際に自然に触れることができる場を提供するとともに、自然への理解を深め

ることができるよう、体験学習の機会を確保します。 

・亀山市の市民農園である亀山市ふれあい農園における農産物栽培、石水渓や

亀山７座その他の市の自然資産を活かした自然との触れ合いの場を提供しま

す。 

 

３）市民活動団体等との連携・協働及び育成・支援 

・生物多様性の保全や創造に取り組む市民活動団体等への情報提供を行うとと

もに、市民活動団体等と連携した取り組みを展開するため、相互の情報共有

を図ります。 

・市民活動団体等と連携・協働した事業を展開するとともに、必要に応じて原

材料の支給等、市民活動団体等の活動を支援します。  
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「守る・創る」 

生物多様性を保全・創造する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 市域のみどり率 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●．●％ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●．●％ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●．●％ 

 

————— 施 策 —————— 

１）緑の保全・創出 

２）水環境の保全・創出 

３）鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資源の保全及び活用 

４）動植物の保護・管理 

 

————— 施策内容 —————— 

１）緑の保全・創出 

・生物多様性の保全に適した自然性の高い森林の保全創出のため、環境林（森

林の環境公益の高度発揮を目指す森林）を整備・保全するとともに、針広混

交林（林冠が針葉樹と広葉樹の樹冠によって構成された森林）への誘導を図
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ります。 

・農地、水路、ため池、樹林地、草原など多様な自然環境を有し、多くの生き

ものに貴重な生息生育環境を提供している里地里山を保全します。また、農

業生産における農薬・肥料などの適正使用を促進するとともに、環境負荷の

少ない環境保全型農業の普及促進を図ります。 

・公園、緑地その他公共施設の植栽等の適切な維持管理を行います。また、公

共工事等においては、生物多様性に配慮した植栽種の選定を推進するととも

に、緑の創出を図ります。 

・自然環境が有する多様な機能（生物の生息の場の提供、良好な景観形成、気

温上昇の抑制等）を活用した、社会資本整備や土地利用等を図ります。 

・開発行為における一定の緑地の確保を促進し、開発行為における緑化の推進

を図ります。 

 

２）水環境の保全・創出 

・鈴鹿川の源流における生物の生息状況を定期的に確認するため、鈴鹿川等源

流の森林づくり協議会等と連携・協働し、現在生息している生物種を調査す

るとともに、その生息場所、生息数等を把握します。 

・本市の豊かな水環境を育む基となる森林等を保全し、時代に継承するための

取り組みを、市民・地域・事業者などの多様な主体と連携・協働のうえ推進

するとともに、森林の持つ公益的機能の向上を図るため、環境林の間伐を進

めます。 

・市内の河川等の水質の状況を把握するため、定期的に水質調査を実施すると
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ともに、その結果を広く公表します。 

・公共工事等において、水質・生物多様性に配慮した水辺整備を実施するとと

もに、近自然工法を取り入れます。 

 

３）鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資源の保全及び活用 

・鈴鹿川等源流の森林づくり協議会など多様な主体と連携・協働し、源流域の

大切さを再認識し、多様な主体でこれを守り育て、地域への愛着を醸成する

ための取り組みを進めます。 

・鈴鹿川等源流域における生物の多様性を確保し、その恵沢を将来にわたって

享受するため、森林及び農地の保全・活用に関する取り組み等を促進します。 

・鈴鹿川最上流域の固有の歴史的な資源の保全及び活用に対する意識の醸成を

図るため、関連する講座・カリキュラムを開催します。 

・市民等が自発的に行う源流域の保全等に関する活動を促進するため、必要な

情報を適切に提供します。 

 

４）動植物の保護・管理 

・広報かめやま、ホームページ等に動植物の保護・管理に関する情報を掲載す

るとともに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・市内に生息する希少水生生物等の保護・増殖を図るとともに、市民活動団体

等が行う外来種の駆除を支援します。 

・有害鳥獣による被害防止を図るため、有害鳥獣の駆除と被害防止に行政と地

域関係者が一体となって取り組みます。 
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「受け取る」 

生物多様性の恵みを享受する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 生物多様性の恵みに関連するイベント等に参加した人数等 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●人 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●人 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●人 

 

————— 施 策 —————— 

１）地産地消の促進 

２）地域の自然資源の活用 

 

————— 施策内容 —————— 

１）地産地消の促進 

・生産地から食卓までの距離を縮めることにより、輸送に必要なエネルギーの

削減を図るとともに、市内の農業の活性化をとおして多くの生きものに貴重

な生息生育環境を提供している農地を守るため、「その地域でとれたものをそ

の地域で消費する」地産地消を促進します。 

・亀山産や県内産の食材を多く使用した亀山市独自の学校給食を提供し、地産
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地消を推進します。 

 

２）地域の自然資源の活用 

・本市の有する豊かな自然資源を活用し、自然を楽しむことのできる場所の提

供や自然と交流できる時間づくりを推進します。 

・豊かな自然を身近に感じられる周辺地域や、古くからのまちなみとともに暮

らすことのできる関宿などの魅力を活用したシティプロモーション活動を展

開するとともに、移住交流を促進します。 
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      第 

6 
  章 

 

「快適」：快適な生活環境の創造 

 

亀山市一般廃棄物処理基本計画 

（生活排水処理基本計画）を含む。 
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第６章 「快適」：快適な生活環境の創造 

    （亀山市一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画）を含む。） 

 

 私たちは「まち」の中で日々の暮らしを送っています。その「まち」での生

活を快適なものにするためには、美しいまちを守るとともに、まちがより美し

くなるよう取り組んでいかなければなりません。 

また、事業活動による公害の防止・環境負荷の低減の取り組みを重ねるとと

もに、きれいな水を守っていく必要があります。 

 本章では、私たちが日々の暮らしを送るまちを美しく住みやすくするために

必要な施策について記載しています。 

 

１「快適」：快適な生活環境の創造について            

（１）位置付け 

亀山市一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律：第６条        

 

 

 本章では、基本構想における基本目標『「快適」：快適な生活環境の創造』を

達成するための取り組み方針に係る目標と施策を記載しています。 

 また、本章「快適」、第１章「亀山市環境基本計画について」及び亀山市環境
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基本計画（資料編）を併せて、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条の規

定に基づく、本市の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画（亀山市一般廃棄

物処理基本計画（生活排水処理基本計画））として位置付けます。 

 

（２）生活排水処理基本計画に係る生活排水の発生量及び処理量の見込み 

 処理形態ごとの人口等を踏まえて予測すると、本市における生活排水の総発

生量及び総処理量は、２０２５年度（令和７年度）には●●●ＫＬ、２０３０

年度（令和１２年度）には●●●ＫＬと見込まれます。 

 

現状 

２０１９年度 

（令和元年度） 

見込み 

２０２５年度 

（令和７年度） 

見込み 

２０３０年度 

（令和１２年度） 

農業集落排水 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

合併・単独浄化槽 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

し尿 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

合 計 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

 

（３）生活排水処理基本計画に係る生活排水の処理主体 

 本市における生活排水の処理主体は次のとおりです。 

 処理施設の種類 対象となる生活排水 処理主体 

公共下水道 し尿及び生活雑排水 亀山市 

農業集落排水 し尿及び生活雑排水 亀山市 
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合併処理浄化槽 し尿及び生活雑排水 設置者 

単独処理浄化槽 し尿 設置者 

し尿処理施設 し尿及び生活雑排水 亀山市 

 

（４）生活排水処理基本計画に係る維持管理体制 

 本市における生活排水に係る維持管理体制は次のとおりです。 

処理処分 管理内容 方式 備考 

収集運搬等 

し尿 許可 許可事業者４社 

浄化槽汚泥引抜き 許可 許可事業者４社 

中間処理 亀山市衛生公苑 直営 運転管理は委託 
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２ 取り組み方針に係る目標と施策                

 

「美しいまちをつくる」 

まちの美観を維持・向上する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 環境美化活動への参加自治会数 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●自治会 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●自治会 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●自治会 

 

————— 施 策 —————— 

１）環境美化に関する周知・啓発活動等の実施 

２）まちの美観の維持・向上への取り組みの推進 

 

————— 施策内容 —————— 

１）環境美化に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等に環境美化に関する情報を掲載するとともに、
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各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・亀山市地区衛生組織連合会と連携し、街頭啓発活動や環境美化活動表彰を通

して、環境美化に関する意識の向上を図ります。 

 

２）まちの美観の維持・向上への取り組みの推進 

・亀山市地区衛生組織連合会と連携した市内一斉清掃の実施や、自治会による

道路ふれあい月間における活動をとおして、市内における環境美化の取り組

みを進めます。また、地域環境美化の推進のあり方について検討を行います。 

・まちの憩いの場である公園・緑地等の維持管理について、市民が身近な公共

の場である公園や緑地などの里親となって清掃等のボランティア活動を実施

する制度の拡大を図ります。 

・空き地や空き家の雑草等の管理、空き缶や吸い殻等の放棄の防止やふん害の

防止等のための取り組みを促進します。 

・景観計画に基づく届出制度により、歴史や自然などの優れた景観の保全を図

ります。また、関宿内の伝統的建造物の修理修景を促進し、貴重なまちなみ

の保存を進めます。  
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「環境と経済の調和を図る」 

環境に配慮した事業活動を促進する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 環境保全協定の締結数 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●件 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●件 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●件 

 

————— 施 策 —————— 

１）公害の防止 

２）環境負荷の低減 

 

————— 施策内容 —————— 

１）公害の防止 

・環境調査（水質調査、大気調査、ダイオキシン類調査、水生生物調査、環境

騒音調査及び道路交通振動調査）を行い、環境基準への適合状況等を把握し、

生活環境の保全上問題が無いかを確認するとともに、その状況を公表します。 

・市内の工場や事業所において公害調査を行い、排出基準との適合状況を確認

するとともに、必要に応じて工場等に対する指導等を行います。 
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・生活環境の保全に係る公害苦情について原因の追及を行うとともに、必要に

応じて原因者に対する指導を行います。 

・農業経営における農薬や肥料等の適正使用について周知・啓発を行うととも

に、畜産排水に係る水質調査を行い、必要に応じて指導等を行います。 

・市内危険物施設の立入検査を実施することで、危険物の適正な管理・使用・

処理に関する指導を行います。 

 

２）環境負荷の低減 

・法令等に基づく規制基準等の周知及びその遵守に関する指導を行うとともに、

環境保全協定（周辺住民の健康と福祉の向上及び優れた生活環境の保全と豊

かな自然環境の継続を図るため、市と主要事業所との間で、法令等の規制を

上回る自主的な基準を設定するなどした協定を締結したもの。）の締結を推進

します。 

・農業生産において、環境負荷の少ない環境保全型農業の普及促進を図ります。 
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「きれいな水を守る」 

生活排水対策を推進する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 汚水処理（公共下水道・農業集落排水処理施設・合併浄化槽）人口

普及率 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●．●％ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●．●％ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●．●％ 

 

————— 施 策 —————— 

１）生活排水への意識の向上 

２）適切な生活排水処理の促進 

３）し尿処理施設の整備等に関する検討 

 

————— 施策内容 —————— 

１）生活排水への意識の向上 

・広報かめやま、ホームページ等に生活排水対策や水質保全に関する情報を掲

載するとともに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 
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２）適切な生活排水処理の促進 

・生活排水を適切に処理することにより、快適な生活環境と健全な水環境を維

持するため、三重県における生活排水処理アクションプログラム（三重県生

活排水処理施設整備計画）に基づき、公共下水道未普及地域における生活排

水処理施設の効率的な整備を推進するとともに、供用済区域での接続率の向

上を促進します。また、適切な施設の維持管理を図ります。 

・農業集落排水処理施設については、供用済地区での接続率の向上を促進する

とともに、適正な施設の維持管理及び更新を図ります。 

・公共下水道処理計画区域及び農業集落排水事業区域以外については、合併浄

化槽の設置を促進します。 

・雨水排水機能の向上のため、計画的な排水路の整備を行うとともに、既設排

水路の適切な維持管理を図ります。 

・し尿処理施設については、引き続き適切な維持管理を行い、適正かつ安定し

たし尿処理と効率的な操業に取り組みます。 

 

３）し尿処理施設の整備等に関する検討 

・２０３１年度（令和１３年度）に、現有し尿処理施設の稼働計画最終年度を

迎えることから、次期し尿処理施設のあり方についての検討を進めます。 

・次期し尿処理施設の整備に係る方針等を示した「し尿処理施設整備基本計画」

を令和●年度までに策定します。 
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      第 

7 
  章 

 

「循環」：循環型社会の構築 

 

亀山市一般廃棄物処理基本計画  

（ごみ処理基本計画）を含む。 

  



67 

第７章 「循環」：循環型社会の構築 

    （亀山市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）を含む。） 

 

 人の暮らしからは必ずごみがでます。食事を作れば生ごみが、飲み物を飲め

ば缶、びんやペットボトルが、宅配便を利用すれば段ボールが、電化製品が壊

れたら破砕粗大ごみが・・・こうしたごみの量を減らすとともに、資源の有効

利用に取り組むことで、環境負荷の少ない、地球にやさしい社会をつくること

ができます。 

 また、暮らしから出たごみを、そのまま置いておくわけにはいきません。ご

みをきちんと集め、ごみ処理施設等に運び、その種類に応じて適正に処理しな

ければなりません。 

 本章では、私たちの暮らしから出るごみを減らす・再使用する・再利用する

とともに適切に処理するために必要な施策について記載しています。 

 

１「循環」：循環型社会の構築について              

（１）位置付け 

亀山市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律：第６条        
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 本章では、基本構想における基本目標『「循環」：循環型社会の構築』を達成

するための取り組み方針に係る目標と施策を記載しています。 

 また、本章「循環」、第１章「亀山市環境基本計画について」及び亀山市環境

基本計画（資料編）を併せて、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条の規

定に基づく、本市の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画（亀山市一般廃棄

物処理基本計画（ごみ処理基本計画））として位置付けます。 

 

（２）ごみ処理基本計画に係るごみの排出量及び処理量の見込み 

 将来人口推計並びにごみ排出量原単位及び資源化率の予測等を踏まえて予測

すると、本市におけるごみの総排出量及び総処理量は、２０２５年度（令和７

年度）には●●●ｔ、２０３０年度（令和１２年度）には●●●ｔと見込まれ

ます。 

 

現状 

２０１９年度 

（令和元年度） 

見込み 

２０２５年度 

（令和７年度） 

見込み 

２０３０年度 

（令和１２年度） 

家庭系ごみ ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

事業系ごみ ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

集団回収ごみ ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

合 計 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

 

（３）ごみ処理基本計画に係る資源化量及び資源化率の見込み 

本市におけるごみの資源化量及び資源化率は、２０２５年度（令和７年度）
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には●●●ｔ（●．●％）、２０３０年度（令和１２年度）には●●●ｔ（●．

●％）と見込まれます。 

 

現状 

２０１９年度 

（令和元年度） 

見込み 

２０２５年度 

（令和７年度） 

見込み 

２０３０年度 

（令和１２年度） 

直接資源化量 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

施設資源化量 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

合 計 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

資源化率 ●●％ ●●％ ●●％ 

 

（４）ごみ処理基本計画に係る分別して収集するものとした一般廃棄物の種類

及び分別の区分 

本市におけるに分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区

分等は次のとおりです。 

ごみの種類 分別の区分 

一般ごみ 
溶融する（溶かす）ごみ 

長さは５０ｃｍ以下のもの 

破砕粗大ごみ 
破砕する（細かく砕く）ごみ 

金属類を資源化するもの 

不燃系資源ごみ 

飲料用缶 

茶色びん 

無色透明びん 

リターナブルびん 

その他色びん 
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可燃系資源ごみ 

新聞（チラシを含む） 

ダンボール 

雑誌・本・パンフレット 

古布・毛布（綿の白色シャツ・綿シーツ） 

飲料用紙パック（５００ｍｌ以上で中が白色のも

の） 

雑がみ 

ペットボトル・ペットボトル

のふた・食品用白色トレイ 

ペットボトル・ペットボトルのふた・食品用白色

トレイ（発泡スチロール製） 

家庭からでる直接持ち込み

ごみ（収集しないごみ） 

引越し、せん定などで発生する多量のごみ 

個人による小屋の解体等で発生する建築廃材な

ど 

災害（水害・火災等）のがれき 

バッテリー 

タイヤ 

原付バイク 

収集も持ち込みもできない

ごみ 

家電リサイクル法対象品目 

販売店や専門事業者等に処理を依頼するもの 

回収・リサイクル制度を利用するもの 

拠点回収を実施しようと 

するごみ 

使用済小型電子機器 

 

（５）ごみ処理基本計画に係るごみの適正な処理及びこれを実施する者に関す

る基本的事項 

１）収集・運搬計画 
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・収集・運搬の基本的な考え方 

 市は、生活環境に支障を及ぼすことがないよう、市域から排出される家庭系

ごみを迅速に収集し、亀山市総合環境センターまで運搬する安全かつ効率的な

収集・運搬体制を構築します。 

 事業系ごみの適切かつ安全な処理を行うため、事業系ごみを事業者自らが亀

山市総合環境センターまで運搬できない場合は、一般廃棄物収集運搬許可事業

者に収集・運搬を委託するものとします。 

 

・収集区域の範囲 

 市域全域とします。 

 

・収集・運搬の方式 

 家庭系ごみの収集は、ステーション方式を継続し、ごみ集積所の位置・配置

数は施設管理者と調整のうえ、地域の状況を考慮し、適宜見直します。 

 本市が配置を承諾したごみ集積所に排出された家庭系ごみは、収集日程に基

づき、本市が収集し、亀山市総合環境センターへ運搬します（直営または委託）。 

 

・収集・運搬量の見込み 

 ２０２５年度（令和７年度）及び２０３０年度（令和１２年度）の本市にお

けるごみの収集・運搬量はそれぞれ次のとおり見込まれます。 

 

現状 

２０１９年度 

（令和元年度） 

見込み 

２０２５年度 

（令和７年度） 

見込み 

２０３０年度 

（令和１２年度） 
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家庭系

ごみ 

収集 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

直接搬入 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

事業系ごみ ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

合 計 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

 

２）中間処理計画（再生利用を含む） 

・中間処理の基本的な考え方 

 本市の分別区分に基づき中間処理が必要なもの（資源ごみは除く。）として収

集し亀山市総合環境センターに運搬されたごみは、処理前に再生利用が可能な

ものを選別するピックアップ回収を行い、再生利用が可能なものの資源化を図

ります。 

 また、各中間処理工程で処理を行ったごみについても、処理後再生利用が可

能なものは分別・回収し、資源化を図ります。 

 ごみ溶融処理工程では、サーマルリサイクル（廃棄物を焼却する際に発生す

る熱エネルギーを回収・利用すること）を継続するとともに、スラグ・メタル

を資源化します。 

 最終処分の対象となる溶融飛灰の山元還元による全量再資源化を引き続き行

い、最終処分量「ゼロ」を継続します。 

 

・中間処理の方法及び処理量の見込み 

 ２０２５年度（令和７年度）及び２０３０年度（令和１２年度）の本市にお
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ける中間処理の方法別の処理量はそれぞれ次のとおり見込まれます。 

処理対象 
中間処理 

の方法 

現状 

２０１９年度 

（令和元年度） 

見込み 

２０２５年度 

（令和７年度） 

見込み 

２０３０年度 

（令和１２年度） 

一般ごみ・破砕

粗大ごみ処理

残渣・掘起しご

み・し渣・脱水

汚泥・その他溶

融処理可能な

ごみ 

ごみ溶融処理施設

で、溶融処理を行

います。 

●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

破砕粗大ごみ

（使用済小型

電子機器・羽毛

製品・有害ご

み・危険ごみを

除く。） 

破砕粗大ごみ処理

施設で、破砕・磁

選処理を行いま

す。 

若しくは適正処理

困難物二軸破砕処

理施設で破砕処理

を行います。 

●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

 

使用済 

小型 

電子機器 

破砕粗大ごみから

ピックアップ回収

し、パソコン、携

帯電話、高品位品

目及び低品位品目

等に分類・保管し、

再生事業者に引き

渡します。 

－ － － 

羽毛製品 

破砕粗大ごみから

ピックアップ回収

し、羽毛の再生事

業者に引き渡しま

す。 

－ － － 

有害ごみ・ 

危険ごみ 

水銀含有廃棄物

は、専用容器に保

管し、資源化・適

正処理事業者に引

き渡します。 

－ － － 

ペットボトル 
ペットボトル圧縮

梱包機で処理し、

●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 
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再生事業者に引き

渡します。 

刈り草 

刈り草コンポスト

化センターの裁断

式破砕機で破砕処

理後、堆肥化を行

います。 

●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

資源ごみ 

（直接資源化） 

収集又は直接搬入

されたその他の資

源ごみを再生事業

者に引き渡しま

す。 

－ －  

合 計 ●●●●ｔ ●●●●ｔ ●●●●ｔ 

 

・中間処理に伴うエネルギー回収・利用方法 

 ごみ溶融処理施設における中間処理によって廃熱ボイラーから発生する蒸気

を利用して発電し、施設で利用するとともに、余剰電力については売電を行い

ます。 

 

３）最終処分計画 

・最終処分の基本的な考え方 

 本市のごみ処理工程において唯一最終処分の対象となる、ごみ溶融処理施設

で発生する溶融飛灰については、平成２２年度以降行っている山元還元方式に

よる資源化処理を継続します。 

 

・最終処分の方法と処分量 

 発生した溶融飛灰については、全量を資源化し、最終処分量「ゼロ」を継続
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します。 

 

・最終処分場保管の溶融飛灰の取り扱い 

 山元還元方式による溶融飛灰の資源化処理以前に発生し、最終処分場に保管

されている溶融飛灰は、キレート処理（飛灰に含まれる有害重金属をキレート

剤で固定し、重金属が溶出しないように処理するもの）により無害化され、セ

メント固化した造粒物となっています。 

 現行の山元還元処理においては、これらの造粒物の多量処理が困難であると

ともに、処理コストが高額であるため、最終処分場保管の溶融飛灰については

今後の技術動向等を注視しつつ、当面は現行どおりの適正保管を継続します。 

 同時に、将来発生が予測されている南海トラフ地震等の災害時の資源化処理

の継続可能性リスク、最終処分場の残余容量確保等の観点から、山元還元以外

の処理方法の検討を進めます。  
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２ 取り組み方針に係る目標と施策               

 

「減らす」 

ごみの量を減らす。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 １人１日あたりのごみ排出量 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●●ｇ／人・日 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●●ｇ／人・日 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●●ｇ／人・日 

 

————— 施 策 —————— 

１）ごみの減量に関する周知・啓発活動等の実施 

２）ごみの減量に関する取り組みの推進 

 

————— 施策内容 —————— 

１）ごみの減量に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等にごみの減量に関する情報を掲載するととも
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に、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・食を通したごみ減量等に関する取り組みを進めるため、亀山市食生活改善推

進協議会と連携して開催する料理教室において、食育を通したごみ減量等に

関する啓発を図ります。 

 

２）ごみの減量に関する取り組みの推進 

・市民目線でごみの減量等に関するアイデア提案や意見交換ができる機会を創

出し、協働してごみの減量等に向けた検討を行います。 

・市民、事業者、行政等が一体となって、食品ロス（食べられる状態であるに

もかかわらず廃棄される食品）の削減に向けた取組を進めるための取り組み

を推進します。 
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「再使用する」 

繰り返し使う。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 公共工事において建設副産物等の再生利用やリサイクル建設資材等 

     の利用を行った工事件数割合 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●．●％ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●．●％ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●．●％ 

 

————— 施 策 —————— 

１）ごみの再使用に関する周知・啓発活動等の実施 

２）公共部門における再使用の推進 

 

————— 施策内容 —————— 

１）ごみの再使用に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等にごみの再使用に関する情報を掲載するとと

もに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・グリーン購入（製品やサービスを購入する前に必要性を熟考し、環境負荷が
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できるだけ小さいものを優先して購入すること）に関する周知・啓発を行う

とともに、製品に関する情報提供を行い、グリーン購入の普及促進を図りま

す。 

 

２）公共部門における再使用の推進 

・公共工事における再使用を推進するため、公共工事におけるリサイクル資材

等の利用を推進します。 

・「亀山市グリーン購入方針」に基づき、本市で購入する物品等について、グリ

ーン購入を推進します。 
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「再利用する」 

資源として再び利用する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 ごみの資源化率 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●．●％ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●．●％ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●．●％ 

 

成果指標 ごみの最終処分量 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ０ｔ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ０ｔ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ０ｔ 

 

————— 施 策 —————— 

１）ごみの再利用に関する周知・啓発活動等の実施 

２）資源化の拡大の推進 
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————— 施策内容 —————— 

１）ごみの再利用に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等にごみの再利用に関する情報を掲載するとと

もに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

 

２）資源化の拡大の推進 

・溶融飛灰の山本還元による全量再資源化により、最終処分量ゼロの取り組み

を継続します。 

・刈り草コンポスト化センターの利用に係る周知を図り、刈り草の堆肥化処理

を促進します。 

・資源の分別収集品目の拡大について検討するとともに、資源物集団回収活動

を支援し、リサイクル率の向上を図ります。また、廃食用油のリサイクル（Ｂ

ＤＦ（植物性の廃食用油を原料として精製されるディーゼルエンジン用の燃

料）化）を推進します。 

・家庭から出る生ごみの堆肥化を促進するため、生ごみ処理機の購入を支援し、

生ごみの堆肥化を促進します。また、学校などの公共施設においては、生ご

み処理機を設置して堆肥化を推進します。  
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「適正に処理する」 

適正にごみを集めて処理する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 不法投棄されたごみの回収量 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●●．●ｔ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●●．●ｔ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●●．●ｔ 

 

————— 施 策 —————— 

１）不法投棄等の防止に関する取り組みの推進 

２）ごみの安全・安心で安定的な収集・運搬の実施 

３）ごみの種別に応じた適正処理の推進 

４）ごみ処理施設の整備等に関する検討 

 

————— 施策内容 —————— 

１）不法投棄等の防止に関する取り組みの推進 

・広報かめやま、ホームページ等に不法投棄等の防止に関する情報を掲載する

とともに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

・不法投棄の監視体制を整備することで不法投棄を未然に防止するとともに、
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亀山市地区衛生組織連合会等と連携し、不法投棄の早期発見・早期回収を図

ります。 

 

２）ごみの安全・安心で安定的な収集・運搬の実施 

・市が実施する家庭系ごみの収集・運搬について、安全・安心で安定的な運用

を継続して実施します。 

・環境の保全と公衆衛生の向上を図るため、自治会等における塵芥集積施設の

設置等を支援します。 

・塵芥集積施設からの資源物の持ち去り行為を抑制するため、引き続き監視パ

トロールを実施するとともに、「亀山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」

に基づき、厳正に対処します。 

 

３）ごみの種別に応じた適正処理の推進 

・一般ごみ等の溶融処理、破砕粗大ごみ処理（破砕粗大ごみを破砕した後、磁

力により選別資源物と破砕残渣に選別し、選別資源物は資源化、破砕残渣は

溶融処理を行います。）、除草作業等により発生した刈り草の堆肥化処理、ペ

ットボトルの圧縮梱包処理等、ごみの種別に応じて、適切な中間処理を行い

ます。 

・一般ごみ等の溶融処理で発生した溶融飛灰の山元還元による全量再資源化を

継続し、環境負荷の少ない最終処分量ゼロのごみ処理を引き続き推進します。 

・災害廃棄物については、衛生面に考慮した適切な処理を行います。 
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４）ごみ処理施設の整備等に関する検討 

・２０２９年度（令和１１年度）に、現有ごみ処理施設の稼働計画最終年度を

迎えることから、次期ごみ処理施設のあり方についての検討を進めます。 

・次期ごみ処理施設の整備に係る方針等を示した「ごみ処理施設整備基本計画」

を令和●年度までに策定します。 

・破砕粗大ごみ処理施設（二軸破砕施設を含む。）については、当面は適切な維

持管理を行うことにより、施設の長寿命化を図るとともに、今後の施設整備

についての検討を進めます。  
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「低炭素」：低炭素社会の構築 

 

亀山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

及び亀山市地域気候変動適応計画を含む。 
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第８章 「低炭素」：低炭素社会の構築 

    （亀山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び亀山市地域気候

変動適応計画を含む。） 

 

 近年の猛暑、大雨の頻度の増加や農産物の品質の低下など、地球温暖化によ

る気候変動の影響は私たちの身近なところで実際に感じられるようになってい

ます。 

 このまま地球温暖化が進めば、こうした影響はますます拡大し、私たちの暮

らしは更に多くの、また大きなリスクにさらされることになります。 

 こうした事態を緩和するためには、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの

排出抑制が不可欠であるとともに、気候変動による被害を回避・軽減する取り

組みが必要です。 

 本章では、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量を減らすとともに、

気候変動の影響に適応するために必要な施策について記載しています。 

 

１「低炭素」：低炭素社会の構築について               

（１）位置付け 

亀山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）・亀山市気候変動適応計画 

地球温暖化対策の推進に関する法律：第２１条第３項    

気候変動適応法：第１２条                
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本章では、基本構想における基本目標『「低炭素」：低炭素社会の構築』を達

成するための取り組み方針に係る目標と施策を記載しています。 

 また、本章「低炭素」、第１章「亀山市環境基本計画について」、第７章「循

環」及び亀山市環境基本計画（資料編）を併せて、地球温暖化対策の推進に関

する法律第２１条第３項の規定に基づく、本市の自然的社会的条件に応じて温

室効果ガスの排出の抑制等を行うための施策を定めた計画（亀山市地球温暖化

対策実行計画（区域施策編））及び気候変動適応法第１２条の規定に基づく、本

市の自然的経済的社会的状況に応じた気候変動適応に関する施策の推進を図る

ための計画（亀山市気候変動適応計画）として位置付けます。 

 

（２）対象とする区域 

対象とする区域は、亀山市全域とします。 

 

（３）対象とする温室効果ガス 

 区域内における温室効果ガス排出量の大部分を占める二酸化炭素を対象とし

ます。 

 

（４）基準年度 

 パリ協定の趣旨を踏まえ、２０１３年度（平成２５年度）とします。 

 

（５）温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の状況、将来推計及び削減目標  



89 

２ 取り組み方針に係る目標と施策               

 

「減らす」 

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量を減らす。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 市域における二酸化炭素排出量 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●千ｔ-ＣＯ２ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●千ｔ-ＣＯ２（▲●千ｔ-ＣＯ２） 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●千ｔ-ＣＯ２（▲●千ｔ-ＣＯ２） 

 

————— 施 策 —————— 

１）省資源・省エネルギー行動に関する周知・啓発活動等の実施 

２）省資源・省エネルギー行動の促進 

３）二酸化炭素の吸収源の保全及び強化 

４）低炭素なまちづくりと暮らしの推進 

５）公共部門における二酸化炭素排出量削減の取り組みの推進 
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————— 施策内容 —————— 

１）省資源・省エネルギー行動に関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等に省資源・省エネルギー行動に関する情報を

掲載するとともに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

 

２）省資源・省エネルギー行動の促進 

・３R（ごみの量を減らす（Reduce）・（繰り返し使う（Reuse）・資源として再

び利用する（Recycle））活動の促進を図ります。 

・グリーン購入の普及促進、公共交通機関の利用促進や環境性能に優れた自動

車の普及促進など、省エネルギー行動の促進を図ります。 

・みどりのカーテンの普及促進により、節電に寄与するとともに、節電意識の

向上を図ります。 

 

３）二酸化炭素の吸収源の保全及び強化 

・二酸化炭素の吸収源として期待される森林の適切な整備・管理を促進すると

ともに、市民や事業者が行う里山や竹林の整備や緑化活動を促進します。 

 

４）低炭素なまちづくりと暮らしの推進 

・低炭素都市の実現に向け、それぞれの地域の特徴を生かしながら、市民の快

適な暮らしを支えられる都市拠点の機能の充実・確保と、公共交通機関の利

用促進を一体的に推進します。 

・防犯灯のＬＥＤ化など、まちの暮らしの中での省エネルギー化を促進します。 
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５）公共部門における二酸化炭素排出量削減の取り組みの推進 

・「亀山市役所地球温暖化防止対策実行計画」に基づき、公共部門における二酸

化炭素排出量の削減に取り組みます。 

・市が実施するイベント等において、徒歩・自転車利用、パークアンドライド

等を促進します。 

・行政サービスの提供や防災など行政の中心拠点となる新庁舎の設計・建設に

ついては、都市機能・防災面に加え、環境への配慮及び再生可能エネルギー

の活用も含めた多面的な検討を行います。 

・環境に配慮した公共施設の建設・設備更新を進めます。 
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「再生可能エネルギーを活用する」 

再生可能エネルギーの導入を促進する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 再生可能エネルギー発電施設の導入件数 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●件 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●件 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●件 

 

————— 施 策 —————— 

１）再生可能エネルギーに関する周知・啓発活動等の実施 

２）公共部門における再生可能エネルギーの導入の促進 

 

————— 施策内容 —————— 

１）再生可能エネルギーに関する周知・啓発活動等の実施 

・広報かめやま、ホームページ等に再生可能エネルギーに関する情報を掲載す

るとともに、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

 

２）公共部門における再生可能エネルギーの導入の促進 

・公共施設の大規模な改修や新設を行う場合は、再生可能エネルギーの積極的
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な導入を図ります。  



94 

「適応する」 

気候変動の影響による被害を回避・軽減する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 自然災害の軽減・回避に資する事業等の取組面積 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●．●ｈａ 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●．●ｈａ 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●．●ｈａ 

 

————— 施 策 —————— 

１）気候変動の影響への適応 

２）自然災害の軽減・回避 

３）健康被害の予防 

 

————— 施策内容 —————— 

１）気候変動の影響への適応 

・気候変動の影響が予想される農業等の分野において、農業者に高温耐性品種

等に関する情報提供を行い、気候変動の影響への適応を促進します。 

・水質、降水、動植物の分布、産業・経済活動等への影響等について、必要に

応じて情報発信を行う等により適応を促進します。 
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２）自然災害の軽減・回避 

・「亀山市地域強靭化計画」「亀山市地域防災計画」に基づき、地震、風水害等

に対する総合的な防災体制の確立を図ります。 

・様々な災害時に必要な都市機能を維持することができるよう、公共施設や道

路等を含めた都市インフラの強靭化を推進します。 

・農地や森林が持つ、洪水・土砂崩壊・土壌流出を防止する機能や、降水を貯

留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和するとともに、川の流

量を安定させる水源涵養機能などを確保するため、農地や森林の保全等を促

進します。 

 

３）健康被害の予防 

・暑熱による健康被害を未然に防止するため、熱中症予防に関する市民への情

報提供を積極的に行うとともに、熱中症への対応方法等の周知を行います。 

・感染症を媒介する動物の分布域の拡大の状況に応じた感染症対策等について、

必要に応じて市民への情報提供・注意喚起を行います。 
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「参画・協働」：参画と協働による推進 
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第９章 「参画・協働」：参画と協働による推進 

 

 環境を守り、創造し、恵み豊かな自然を次の世代に残していくためには、よ

り多くの人や事業者が環境に優しい行動を選択していかなければなりません。 

 誰もがそうした行動を採っていくためには、まず、環境のことをもっと皆が

知り、学ぶ必要があります。 

 その上で、皆が環境に関する取り組みに参画し、皆が一緒になって環境に関

する取り組みを進めていくことが必要です。 

 本章では、環境に関する教育や学習を進めるとともに、誰もが参加して環境

に関する取り組みを進めるために必要な施策について記載しています。 

 

１「参画・協働」：参画と協働による推進について         

（１）位置付け 

 本章では、基本構想における基本目標『「参画・協働」：参画と協働による推

進』を達成するための取り組み方針に係る目標と施策を記載しています。 
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２ 取り組み方針に係る目標と施策                

 

「学ぶ」 

環境教育・環境学習を推進する。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 環境に関する講座等への参加人数 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●人 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●人 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●人 

 

————— 施 策 —————— 

１）環境に関する周知・啓発活動等の実施 

２）環境教育の推進 

３）環境に関する生涯学習の機会の提供 

 

————— 施策内容 —————— 

１）環境に関する周知・啓発活動等の実施 
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・広報かめやま、ホームページ等に生物多様性に関する情報を掲載するととも

に、各種イベント等において周知・啓発を行います。 

 

２）環境教育の推進 

・「環境デー」を設け、小学校・幼稚園・保育園において環境学習・啓発・奉仕

等体験活動を実施します。 

・企業との連携により、中学校において環境出前講座を開催するとともに、企

業における環境への取り組みを見学・体験することを通じて環境学習を推進

します。 

 

３）環境に関する生涯学習の機会の提供 

・幅広い世代を対象として、環境をテーマとした講座・カリキュラムを開催し、

環境に関する学習機会を提供します。 

・一般的な内容に留まらない専門的な学習機会を提供するとともに、学びの成

果を地域で役立てる仕組みを構築し、学びをとおした地域づくりを促進しま

す。  
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「みんなで進める」 

関係者が協働して取り組む。 

 

————— 目 標 —————— 

成果指標 審議会での審議回数 

現状値：２０１９年度（令和 元年度） ●回 

目標値：２０２５年度（令和 ７年度） ●回 

目標値：２０３０年度（令和１２年度） ●回 

 

————— 施 策 —————— 

１）多様な主体の参画と協働 

 

————— 施策内容 —————— 

１）多様な主体の参画と協働 

・市民、行政、事業者、学識経験者等、多様な主体により構成される亀山市環

境審議会及び亀山市廃棄物減量等推進審議会において、環境に関する審議・

検討を行い、環境に関する取り組みを推進します。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀山市環境基本計画 

２０２１年（令和３年）３月（予定） 

三重県亀山市（生活文化部 環境課） 
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